
 
 

徳島駅南北地区 
（徳島県徳島市） 

○ 計 画 期 間 平成 17 年度～平成 21 年度 

○ 面     積 261ha 

○ 交付対象事業費 1,297.2 百万円 

○ 市人口 258,195 人（地区内人口 13,883 人） 

 

 

 

 

 

目  標 

中心市街地の活性化（中心軸の形成・観光都市にふさわしい「街の顔」の創生による賑わいの再生）。 

 

指  標 中心市街地の活性

化に関して、商店街

等への来街者数や空

店舗の解消数を、ま

た、観光振興による

活性化を定量化するものとして、観光施設への年間入場者数を指標として設定した。 

 

事業内容  基幹事業（979.3 百万円） → 道路（街路・吉野本町常三島線 延長 550m）、道路（市道・寺島東鉄道

添線延長 420ｍ）他、高質空間形成施設（新町川水際公園（ＬＥＤ景観施設整備等）、紺屋町シンボル

ロード（モニュメント）、徳島駅前広場バリアフリー整備事業）ほか 

 

       提案事業（317.9 百万円） → 観光ガイドボランティア事業、とくしま観光魅力づくり事業、阿波お

どり観光客誘致対策事業、パラソルショップ等活性化事業、商店街マネージメント活動推進事業、

観光客誘致対策イベント事業（ひょうたん島ＰＲ船運航）、中心商店街通行量調査事業ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眉山ロープウェイ利用者数 98,518 人/年 （H16） → 194,478 人/年 （H21）

ひょうたん島遊覧船乗船者数 13,580 人/年 （H16） → 37,000 人/年 （H21）

阿波おどり会館入場者数 544,770 人/年 （H15） → 606,784 人/年 （H21）

商店街への来街者数（平日） 12,768 人/日 （H17） → 9,257 人/日 （H21）

地区概要 都市中心軸の創造によるアクセス向上や、憩い

と交流空間の創出、各種の観光イベント等によ

り、中心市街地の賑わいの再生を図る。 

ポイント 400 年を越す伝統芸能である阿波踊り

と、徳島から生まれた青色 LED を二大観

光資源と位置付け、「水」と「緑」の魅力に

「光」の要素を加えたまちづくりを目指す。

          

徳島駅前広場 

徳島駅前広場バリアフリー

道路：寺島東鉄道添線

道路：寺島国道跨道橋

道路：市役所前通り線

新町西地区市街地再開発

観光客誘致対策イベント事業

観光船運航事業 

ひょうたん島 PR 船乗降場整備

徳島市立文化センター

舞台「眉山」誘致支援

阿波おどり観光客誘致対策事業  

中心商店街通行量調査事業 

商店街ほっとスペース事業 

パラソルショップ等活性化事業  

商店街マネージメント活動推進事業  

映画ロケ誘致支援対策事業 

観光ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事業 

まちづくり協議会支援事業 

徳島・助任橋線 

とくしま観光魅力づくり事業  

下水道

徳島市庁舎改修 

吉野本町・北前川線

助任・前川本線 

吉野本町常三島線 

徳島駅西須賀線 

新町川水際公園 

阿波おどりシンボルロード周辺

東船場線

紺屋町シンボルロード

文学書道館

阿波おどり会館
徳島市役所

眉山

藍場町歩道橋

徳島市農林水産展 

徳島駅

中洲・徳島線 

計画地区 中心市街地・観光 



 地区の現況と課題 

 阿波おどりは全国に誇れる観光資源であるとともに伝統芸能ですが、開 

催期間が夏の４日間でしかないため、年間を通してその雰囲気が醸し出さ 

れるようなまちづくりが求められています。 

 一方、眉山や新町川水際公園、阿波おどり会館、徳島城博物館といった 

魅力ある観光地に触れずして立ち去る観光客も多いため、観光ガイドボ 

ランティアによる観光案内を幅広く行うことで、観光客の増加に繋げるとと 

もに、中心市街地の賑わいの再生を図る必要があります。 

 また、都市機能の魅力を高め、市民や来訪者の利便性・快適性を向上さ 

せるため、さまざまな都心機能の充実・強化を図ることが求められています。 

 

提案事業の特徴 

映画ロケ支援  

 徳島市を舞台とした、さだまさしさんの小説『眉山』の映画ロケを支援す

ることで、イメージアップを図りました。 

各種観光イベントの開催 

 本市への観光客は、「阿波おどり」が開催される夏に、その大半が集中

しているため、観光シーズンとして好適な「春」に、市内中心部他におい

て、観光客が気軽に参加できるイベントを開催することで、徳島の新たな

魅力を発信し、観光需要の掘り起こしを図りました。 

 

計画策定プロセス 

庁内検討組織の設置 

 庁内横断的な検討会（徳島市まちづくり推進検討会）を新たに設置 

し、事業等の検討を行い、都市再生整備計画の策定に反映しました。 

 

原 秀樹 徳島市長のコメント 

徳島は世界的なＬＥＤの先進地であり、本市ではこれまで整備してきた

水辺をＬＥＤの「光」で彩る、新たな魅力づくりに取り組んでおります。 

まちづくり交付金を活用した中心市街地の公園や橋のＬＥＤ景観整備

のほか、今年４月には、ＬＥＤアート作品で街を彩る「徳島ＬＥＤアートフェ

スティバル 2010」を開催し、多くの方々に本市の新しい魅力を発信できた

と思っております。 

これからも「心おどる水都・とくしま」の実現を目指し、本市が誇る美し

い「水」の魅力をＬＥＤの光で極限まで引き出すことで、他には類を見ない

魅力を持った新しいまちづくりに取り組み続けます。   

 

    新町川を守る会 中村英雄会長のコメント 

私たちは、「一人の百歩より、百人の一歩を」を合言葉に、河川環境の

向上とまちづくりに関する事業を展開しているＮＰＯです。 

 徳島市の中心部を流れる川の清掃活動に取り組むと同時に、遊覧

船を運航し来街者の方々に川のすばらしさを提供しています。 

 これからのまちづくりは、住民が主体的に考え行政がサポートす

ることが理想と考えています。住民自身にとって楽しいまちづくり

ができれば、住民以外の方々にも波及し、まちが元気になると思い

ます。そういう意味で、住民の力が試されている時代だと思います。 
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